
【メンタルヘルス】 ストレスチェック委託料・面接相談委託料 179,676円
【職場巡視】 産業医報酬・医薬材料費等 113,598円
【健康相談】 報酬 40,000円
【証明書作成料】 情報提供書作成料 2,500円

備　 考

項 1 総務管理費 目 1 一般管理費

特定財源の名称・金額

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 2 総務課

  うち繰越分↓
519,000

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 409,777

  うち繰越分↓
335,774

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

519,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 409,777
  うち繰越分↓

335,774

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

【衛生委員会】年1回、委嘱している東みよし町衛生委員会会員に案内し、衛生委員会を開催する。
【メンタルヘルス】①メンタルヘルス研修：新人職員を対象に実施（実施者：保健師）。全職員を対象に実施
（動画視聴研修）②こころの健康相談：委託契約にて、毎月第3木曜日午後からゆうあいホスピタルの臨床
心理士による個別相談を実施。毎月案内し希望者に個別に周知し面接する。③ストレスチェックの実施：8
月26日～9月9日に職員全体に用紙を配布・回収・分析・通知・高ストレス者に面接指導を実施する。
【長時間労働】毎月の超過勤務時間を確認し、月80時間以上の勤務労働者に対し通知を行い、産業医へ
の報告と産業医等の面接指導の勧奨・面接等を行う。
【職場巡視】各職場への事前アンケートを基に、産業医と衛生管理者で巡視を行い、問題の提示や解決案
提示を行う。
【健康相談】健康診断結果を基に、個人に案内し産業医・管理栄養士・保健師等で健康相談を実施する。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

【衛生委員会】令和4年12月20日に東みよし町衛生委員会を開催。【メンタルヘルス】①メンタルヘルス研
修：4月1日新人職員研修会実施（10人）。11月7日～11月10日全職員対象動画視聴研修実施（117人）②
こころの健康相談：年4回・延べ4人実施。③ストレスチェック247人に実施。内、高ストレス者28人。医師等
との面接指導者5人。【長時間労働】月80時間以上の勤務労働者への通知及び産業医の面接指導の勧奨
者（6人）。面接指導実施者（1人）。【職場巡視】職場巡視後、産業医からの報告に基づき改善を実施。各
職場での医薬品の点検・補充を行っている。職場巡視での改善事項は、職員の快適な職場環境を実現し
ているだけでなく、施設の利用者への利便性も高めている。【健康相談】9月30日に産業医と管理栄養士に
よる健康相談を実施（5人）。保健師による健康相談も随時実施。

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

東みよし町職員（産休等休職者除く） 対 象 者 全職員

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　健康障害を防止し、職員が安心して公務に専念できる環境を整え、職員の心身の健康の保持増進を図
る。

事業継続年数 事業開始年度 平成18年度

分野別施策 所 属 長 臼木 達也

主な施策 電話番号 82-6303

第２次
総合計画体系

政策目標 該当なし 担当部署 総務課

根拠法令等 労働安全衛生法　東みよし町安全衛生管理要綱　次世代育成支援対策法

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 衛生委員会・メンタルヘルス・長時間労働・職場巡視・健康相談等に関する事業 整理番号 1301-037

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


